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機能」The low-vision-specific function of Daily Living : LVFDL と、「している日常生活活動」
The low-vision-specific activities of Daily Living : LVADL の 2 つの側面で評価できる The 
low-vision-specific function and activities of daily living measure：LVFAM を開発し、その計
量心理学的特性を古典的テスト理論と現代的テスト理論を用いて検証する。 
方法：最初に LVFAM 暫定版 1 を開発した。項目はロービジョン者の日常生活活動測定に関連す
る過去の文献等から収集し、国際生活機能分類：ICF の基準で分類、選択して作成した。この尺
度を使ったパイロットテストは、1 施設 26 名のロービジョン者へ実施した。内容的妥当性と実
現可能性を検証し LVFAM 暫定版 2 を完成させた。次に LVFAM 暫定版 2 を、5 施設 186 名のロ
ービジョン者に実施した。ラッシュ分析にて評点段階分析を行った後、因子分析による構成概念
妥当性、クロンバックのα係数による内的整合性信頼性、再テスト信頼性、視力（LogMAR）、
視野（FFS）、視機能関連 QOL 尺度 VFQ-25 との相関による基準関連妥当性を検討した。また内
部構造妥当性の検証としてラッシュモデルへの適合度を検討した。 
結果：LVFAM 作成のために 201 項目をプールし、ICF の活動の 9 領域の第 2 レベルに沿って分
類整理し「日常視機能」28 項目を 3 段階で評価する LVFDL と、「している日常生活活動」9 項
目を 5 段階で評価する LVADL の 2 つのドメインからなる LVFAM 暫定版 1 を作成した。パイロ
ットテストの結果、LVADL の評価は、「している活動」と「困難度」を問うことが混在しており
評点段階の判断に矛盾が生じた。そのため評点方法を「している活動」のみを問う形式に変更し
た。この結果内容的妥当性、実現可能性が保証され LVFAM 暫定版 2 が完成した。LVFAM 暫定
版 2 の検証では、LVFDL は、項目分析の結果から 1 項目、因子分析の結果から 2 項目、ラッシ
ュ分析の結果から 2 項目を削除した 23 項目とした。LVADL は全 9 項目がラッシュモデルに適合
したため、これを完成版とした。完成版のクロンバックのα係数、再テスト信頼性はすべて良好
であった（0.756-0.93）。視力、視野、視機能関連 QOL 尺度 VFQ-25 との相関はそれぞれ-0.61、
0.52、0.78 であった。 
結論：LVFAM は十分な計量心理学特性を持つことが検証された。LVFAM は、ロービジョンリ
ハビリテーション実践の際の障害像の把握、問題点の明確化、帰結評価、及び臨床研究において
有用な尺度となるであろう。 
 


